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は  じ  め に

報告者 は平成 8年 1月 17「1から 3月 31日までア メリカ合衆回 マサチ ューセ ッツ州 ケンブ

リッジ市米11こぁるハーヴ ァー ド大学
来2の ライシャワー 11本学研究所

*3で
客点研究員

米4

の任に あった。 そこでは同大学教養学部 (1】aぐヽuity of Aris and S(1lcncos)東アジア言語

文化学科 (East Asian iィanguages and Civlllzations[EAしC])日 本分野の講義 '演 習およ

び研究所 i能 の 「1本研究会に出席 した。 さらに 2ナ,21日か ら291は では カ リフォルニア大

学サ ンタバーパ ラ校 (UCSB)を 訪問す ることで同州 の教育の現状 につ いて調査す ることが

で きた。

以下では米固における大学運営の特徴な どに も触れつつ、ハーヴ アー ド大学およびカ リ

フォル ニア大学 におけ るとl本文化研究の現状 についてまとめてみた い。

ハ ー ヴ ァー ド大 学 とライ シャワー 日本 学 研 究 所 につ いて

ハー ヴ ァー ド大学は米国 きっての私 士名門校 と して角|られ て いる。 『U.Sニ ュー ズアン

ドワール ドリポー ト』i占別冊の 『ア メリカのベス トカ レッジ』 (1996/3)で も全国総合大

学のカテ ゴ リーで ランキ ングの第 1位 を ,告めている。 同誌によれば学部課稗の合格子は14

%*5で 、新人生約 1600名の うち91%が 高校 で 上位 10%以 内の成績 をお さめた実績 をもって

いる平6。 また合格者の大学辞退率は25%*7で 、同 ランキングで ともに第 2位 を分け合っ

ているプ リンス トン 大学 とイェール大学の辞退率約45%よ りもかな り低 い。 つま り、ハー

ヴァー ドに合格 した うえでイェールとプ リンス トンのいずれか または両方に合格 した場合

にはハ ーヴ デー ドを選ぶ生徒が よ り多い とい うことにな る。

1636年に設立 された古い大学 であるためその機構 を簡略に説明す るのは困難であ る。 ご

くかいつ まんで 言えば、ハーブ ァー ド大学 とは、教養学部
*も と呼ばれ る つヽの学 部課程 と、

その ■に位置づけ られて いる教養大学院 (Cradtiate School of Arts and Scicn(】cs)、 お

よび経 常管理 ,美 術 歯ヽ科 ・神学 ・教育 行ヽ政 ,法 律 ・医学 ヽ公衆衛生の年専F号大学院の

総称で ある。高校 を卒業 してす ぐに入学 した教差ヤ辛い生は約6400名、将来の学者 をめ ざす

教議大学院生来9は 約3300名、その他の各分野での専門家 を志 理 している専F写大学院生が約

7200名、合計約 17000名がハーヴ ァー ドの学生 →院生の総数 とい うことにな る。
ハーヴ ァー ドの教養学部での 4年 間は 3つ の部分に分け られ る、 と1973年か ら84年まで

教養学 部長 を務めたロ ソフスキー教授は著洋
*10の

中で述 べて いる。すなわ ち、 1年 生は

幅広 さに重点 をおいた必修教装科 「1(コ ア ヽカ リキュラム )を
″
¥―び、 2年 生は選択 科 目を

履修 して学生がそれ ぞれ興味 をもつ分野 を白向に勉強す る。最 後の 2年 で英語や心理学や

数学 といった特定の科 日を専攻 して、その企てを終 えるとBA(文 字 t)な りBぷ(理 学 ■ )

な りの学位 をとることがで きる。

アメ リカではその後の進路 として大学院修 rが ご く一般的な こととな っている。ただ し、

卒業後す ぐに進学す る者 は教養大学院 と医学 大学!院をのぞいて まれで、たいていは数年の

実務 を経てか ら入 りなおすので ある。大学院の中で も経営管理 ,法 律 ・医学 といった実務

に直結 した分野での研究 卜教育 をお こな って いる専ド号大学院はプロフェッシ ョナル ・スク
ール と呼ばれて いる。文字 どお りさまざまな分野のプロ フェッシ ョナルを養成す ることを

目的に していて、修 了後 実社会 に復帰 してか らの収入増 は 日を見張 るばか りである。
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専門大学院はアメ リカの大学教 育の うちの大 きな部分 を占めて いるので あるが、その こと

について書 くことは この報 告が扱 うべ き範囲 を超 えている。

さて、報告者が所属 していた ライシャワー 日本学研究所 は教授学 部の付置機関で、大学

本部が あ るハーヴァー ド ヤヽー ドか ら少 し離れた ター リッジ トホールの 3階 フロアの 3占ト

度 を使 用 している。 その建物 には他にロシア研究所 ヽヨ リア研 究所 ヽフェアバ ンク束アジ

ア研究 セ ンターな どの機関 と関係す る分野 を専攻 している教員 の研究生がある。 ll本学け「

究所は束 アジア言語文化学科 ・棒史学科 社ヽ 会学科 ,経 済学科 に所属 しているに1本分野専

攻の教員 17名によって運営 されているが所属の 専任教員は置 いていな い。 専任 スタ ッフと

しては 事務局 長と 2名 の所 長秘書、お よび博 士号 を有 している助 手 (Coordinator)の 4名

と、研究所付属現 代 日本研究資料センターの 2名 のスタッフで ある。 その職掌 は教 震学部

の学科で分散 してお こなわれているF]本分野 の教 育と研究 を総 合的にサポー トをす ること

で、さ らに特別研究員 (post―DoGtor・al「o1lows来12)ゃ 日本か らの客員研究員 (Visiti■

g ScholaFS)を受け入れ る窓 日ともな ってい る。

ハー ヴ ァー ド大学および ライシャワー 日本学研究所の概要は以 11の通 りである。 それで

は次に同大学で開かれているil木関係の講義 ‐演習について話 を進 めたい。

2  ′ 一ヽ ヴ ァー ド大学 にお け る [|な学

教養学部および教養大学院で開講 されて いる日本語学 ・liホ史学 ‐日本文字の講 表 ‐演

習の多 くは東アジア言語文化学科の設置 科 Flである。本年度 そ`3の 講義要項 (Courscs of｀

inst ruction)からそれ らの科 日を紹介 してみ よう。

まず 日本語学であるが、 14コマ開講 されて いる。た とえばオ ダ非常助講glll担当の f初級

iJ本語への招待 」 (秋学 期 )は 朝 9時 か ら10時まで毎 「l聞講 している。話学教育は集中的

にお こな ったほ うが効果があげ られ るためで ある。 内容は、現 代 11本語 をは じめて学ぶ人

のため に、剛 き取 り ,話 し方 ‐読み 方 書ヽ き方 (ir仮名 ・片仮 名 ‐150の漠字 )を 習得す る。

やや学習が進んだ段階ではナカム ラ非常勤講師の 「社会科学文献講読 」 (通 f子)が 用意 さ

れていて、遇 に 3回 現代 日本の経済学者 キ [会 学者 政ヽ治学者の文章を速読す る。 さらに

古典文字 を専攻す る学生 のために、 クランス トン教授の 「古典 日本語 」 (秋十期 )や 「漠

文 」 (春 学期 )な ども開講 されている。

日な史学は 2コ マ開議 されて いる。少ない と感ぜ られ るかも しれな いが、別に歴史学科

があるので、 一部の 日本 史の演習がそちらで開講 されているためである。 まずボ ラ イゾ教

授担 者の演習 「将軍の時 代160〔)～1868」 (春 学期 )は 週 1ル12時 間である。内容は 16世紀

末か ら19世紀 半ばにいた る政治機構 ・■地怖け度 農ヽ業 ・商業 i人 t]問題 や知的 ・文 化的発

展につ いての文献 を講読 し、 さらに討議 をお こな う。 またハーデカー教授の講義 「田な宗

教史」 (通 年 )は 辺 2回 設定 されている。 その うち教授の請義 は 1回 で、 もう l lBlは大学

院生か ら選抜 された数景助手 (1 A` )に よる検ふi会 (デ ィスカ ッシ ョン トクラス)が 行われ

る。講義のほ うは Li本の 大学の もの と同 じ方式であるが、教員助手による学生へのサポー

トは米国の研究大学 (Rcsearch Univcrsities来14)独 自の システユ、と思われ るので後て説

明 した い。

日本文学は 9コ マ開かれて いる。サカキ助数授の 「現代 |1水小説 」 (秋 学期 )は 週 3回

日本語 で講ぜ られ る1受業である。叙述の技法 や レ トリックや翻訳 にの問題点について注意

しつつ現代小説の精読 をお こな う。 クランス トン教授 の 「tJ本文字史 」 (秋辛期 )は 週 2

回の授 業で、内洋か らの影響 を受け る以 前の伝統的 卜1本文字の歴史 を概観す る。 またサカ

キ助教授の春学期の講義 「現代 [1本文字 」 (春 学期 )は 週 2回 の講義で、子に統的な小説家

の作品 を読むことで、古典文学か ら引 き継 いでいる現代 日本文学のテーマ と形式 について

学ぶ。サ ス講師の 「エロテ ィシ ズム と,[1戸文学 」は春学期 に週 2伸1開講 され る。内容は、

17世紀 か ら19世紀 半ば までの文字や評論 を数 多 く読む ことで、 そ うしたテキス トに秘め ら

れた皮 肉 ・狂気 ・エロテ ィンズと、さらには上流の文化 と ド層の文化の出会いにおけ る話F母

題 をよ りだす。 さらに韻文におけ る滑稽 ・粋 岡ヽ性愛そ して性 差や興界について討論 をお

こな う。 また浮 世草紙 ・俳諸 ,狂 歌 能ヽ談 ・戯作 浄 昭璃 ,歌 舞伎そ して回学派な どにつ



いて取 り 11げるものである。

ここまでの学部 大ヽ学院の共通講義であるが、 これか らの 5コ マは大学院生向けである。

まず奉学期に開講 され るサカキ助教授の 「現代 仁l本文学におけ る語 りの戦略 」は、週 1田

語 りの構造の特徴 に注意 しなが ら小説の語 りにつ いて論 じる講義である。 と りかけ、語 り

手―語 ること一語 りの性 差や力関係、す レー シ ョンの役割 そ してメ タフ ィクシ ョンのパ ラ

ドックスについて考 える。 クランス トン教授 の 「日本韻文史 」 (秋学期 )は 15世紀 に起源

をもつ和歌文学の伝統についての週 lL■lの 話義である。サカキ助教授の 「中世日本散文講

読 」 (秋 学期 )は 『問わず語 り』か ら選択 した文章を分析 して、 さらに 日本語による研究

論文 を読む。 そ してテキス トの相 旺関係性 と作者のあ り方、 フ ィクシ ョンとしての 声4己表

現性、男性の観,モ倒錯性 による女性の破滅 、平安文字か らの伝統、 そ して初期のテ キス ト

に対す る現代 の書 き換 えな どにつ いて学ぶ。 ク ランス トン教授 の 「奈 良 平安朝廷文学 」

(春学期 )は 『枕草 r』 の講読である。サ ス講師の 「「1本 のモダニズム と前衛 文学 」 (秋

学期 )は 日本のモダニズム と前衛 文字運動の テキス トを選択 して読む。 と りわけ 1920年代

か ら4()年代のf手歌 と告由小説 に焦点 をあて る。 IJ本文字 とヨー ロ ッパ文学 とのあいだの相
Tr関係 について分析 し、美学 と政治 詩ヽ歌 ‐打学 との関係につ いての問題点 を探 る。 さら

に文学 と映像芸術 との関係 を考 える。 さらに戦後実験運動 (演 虜1・ダ ンス ‐映画 ‐映像芸

術 〉へ 引 き継がれた こう した前衛芸術の伝統 について考 える。

こう した ものが東 アジア言語文化学科で本 年度開講 されてい る|]本文字の講義 と演習で

あるが、 そのほかに各教員は 「読解 ‐研究法 Jと 呼ばれ る大学院生向けの演習 を開 いて研

究者 にな るための指導 をお こな っている。

さらに東アジア言語文化学科は、他の学科のい くつかの科 日を同学科設置の もの とFrFl等

にあつか っている。 日本関係 と しては、た とえば獲史系教養科 日 「東アジア文明の伝統 と

変容 :日 本 」、美術学科 の 「日本美術入 F町」、暦 史学科 の 「|1本史濃 習 」、 言語学科の

「[1本語の構造 」、宗教学科の 「東アジア材、数史 J ‐ 「仏教者の 自然観 」な どであ る。

ここまでが東 アジア言語文化学科 r]水分野で開講 または認定 されている日本関係 のi受業

で あ るが、 次 に他学 科の 日本 関係科 目を紹 介 した い。外 国 文化 す歴史 系教養科 日で あ る

「東 ア ジア近 代化論 」はエズ ラ ・ヴ ォー ゲル教授がfil肖しているが、内容の大部分 は 11末

の近代化についてであった。 この講義には報告 者も出席 したのであとで触れたい。 また、

ゴー ドン教授の講義 「国示近代 史」 (秋 学期 )と 演 習 「H本 現代史の話問題 」 (春 学期 )

は歴史学科の設置科 日で ある。 「とl本近代史 」ほ「i本近代史の 主要な問題点の多様 な解釈

に焦点 をあてる。すなわ ち、後期徳川時代の社会経済的 また知 的危機 明ヽ治維新 とその後

の状況 産ヽ業革命 ,帝 田 !革二義 ・帝田主義時代の社会運動 と政治 第 二次世 界大戦 と戦後の

占領政策 戦ヽ後経済 と文化 ‐につ いてである。 また 「日本現代 史の諸問題 」は、1920年代

か ら60年代 までの、 日本 の問期の社会経済史 思ヽ想史 ,政 治史上の問題点 をと りあげ る。

戦前 ヽ戦中 ‐戦後に 日本人が どのような体験 を したのかにつ いて 日本の文献 (英訳 )を 読

み現代 の 日本人が受けた衝撃 について理解す る。 この演習 に も出席 したので、あとで報告

した い。

経済学科や政治学科に も14本関係の授業が ある。経済学科の 「Fi本経済 」はウエ インシ

ュタイ ン教授の担 当であ る。内容 は、 19世紀 か ら第 2次 大戦後 にいた るとJ本 の経済組織 ‐

機構 '現 象 をあつかい、 H本 企業 '金 融機関 ‐労働者 ・家族 と同様 に 日本の経済政策策定

の特徴 を強調す る、 さらに 日本の貿易政策 と国際経済関係につ いて討議 をお こな う、 とあ

る。 また政治学科の 「避渡期の 日本の経済政策 」はステ ィー プン ・ブ オーゲル助教授の担

当であ るが、そ こでは 日本の経済政策 を変化 させ る外圧 と変化 の可能性 について検証す る。

すなわ ち、政治的大変動 ヽ景気の後退 'マ ー ケッ トの国際化 といった ことが らが 日本モデ

ル をいかほ ど変容 させたかについて、最近の改革の実際例 を用 いつつ政党政治 ・統制政策

そ して協調主義 における変化の きざ しを探 る ことでその答 を見つけよ うとするものである。

ここまでが教養学部設 置の 日本関係の講義 ‐演習の内容であ る。講義要項 を見 るか ぎり

大学でお こなわれている授業に大 きな差はな いと思われ るか も しれない。 しか し実際に見

聞 して分かったのだが、授業の 「方法 」には非常な違 いがあるのである。以下の 3で は報

告者が積極的に出席 したエ ズラ ,ヴ ォー ゲれ教授 の講義 「東 ア ジア近 代化論 」とゴー ドン

教授の演習 「日本現代史の諸問題 Jを 実例 と して言え明 したい。
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ハー ヴ ァー ド大 学 にお け る授 業 の 実 際

木節 で は教 養学 部 にお け る講 義  演 習 の進 め 方 をr理解 して い た だ くた め に ヴ ォー ゲル教

授 とゴー ドン教授 の授 業 を と りあげ るが 、そ の 前 にハ ー ヴ ァー ドの教 員 の構 成 とそ の職 務

につ いて解 説 した い。

教員 の職 階 に は話学 非 常 勤 講師 (Pre t cヽ p t ( F r )講 師 (12 c c t u r c r )・助 教授 (Ass i s t a n t

p r o f c s s ( ) r )・准教 授 (Ass o ( , i a t C  l ) r o f o s s o r )教 授 (1) r O f c s s o r )があ る。 語学 非 常勤

講師 は 語 学教 育の指 導貞 とい う位 置 づけ で 、授 業 を ドリル式 で お こな うた め この特 別 な 名

称 とな って い る。 講 師 は 文字 どお り講 義 をす る こ とを認 め られ て い る教 員 で あ るが 、 lfキ

ご との 契約 とな って いて 日本の非 常 勤講 師 に近 い。 助教 授 は [1本で は 卓任 講 師 に相 Flする

職 で あ る。 た だ し終 身在 職 権 (テ ニ ュア )は 与文 ら放フて いな い ため、 5年 の任 期 の うちに

他 大学 の ポ ス トを捜 さな けれ ば な らな い。ハ ー ヴ ァー ドで は 助 教授 や准 教授 が教 授 に その

まま昇 進 す る こ とはほ とん どな いか らで あ る。 数 婚 の みが 永久 在 職 権 を 行 と′た ri卜i真 lil銘

の Jフ ァカ ルテ ィで 、 <死 ぬ まで >*15そ の 職 に留 ま る こ とを言11され て い る。 しか しハ ー

ヴ ァー ドで終 身 在職 権 を得 る こ とは 交難 の技 で あ る。 今 世界の 同
A分野 の 専門家 が す べ て

ライヴ ァルで あ る と考 えな けれ ば な らな いか らで あ る。

教 員 の 人事 をお こな うの は各学 科 内で その 都度 組 織 され る人 事委 員会 で、学 部 長 が それ

を通 認 す る こ とに よ って た動 す る。 その学 部 長 は |1本の よ うに教 授 会 の る:選で決 定 され る

わけ で は な く、総 長の推 廃 の もと理 事会に よ っ
・
〔1と命 され るよ うにな って い る。 また 、准

教授 まで は 一定 の体 給 表 に よ ってサ ラ リーが 支lr4われ て い るの で あ るが 、教授 は 佃 冴1的 な

契 約 を大学 と結 んで い るた め、 雇 用条 件 は ま ち ま た)で あ る。 こ う した教授 た ちの給 料 の額

を決 定 す るの も学 部 長で あ る。 つ ま ケ▼:部長 の権 限 は 日本 と比 較 して非 常 に強 い もの にな

って い るの で あ る。

さ らに 正教 授 に も 2つ の種 類 が あ る。 す な わ ち 人学 の 一
般 買オ源 か らサ ラ リー を得 て い る

教 i受た ち と、企 業 や財 LHか らの寄 付 に よって 生7品の糧 を得 て い る寄 付 討処 教授 (Nam ( dヽ

P r ( ) f c s s〔)r)と 呼 ばれ る人 た ちで あ る。 寄 付 講 座教 f受は比 較 的 年 齢の 高 い教授 か ら選 ばれ る

名 誉的 な職 で あ るが 、 財 源 が 潤 沢 で あ るた め 、 こ ち らのほ うが 詰 々の条 件 は よ い。 これ か

ら紹 介 す るヴ ォー グル教 授 の職 の イlt式な 名称 は 「ヘ ン リー  フ ォー ド2世 記念 社 会 科学教

授 」で あ る。 自動 車 産業 の財 IJが社 会 科学 の 発 駐 の た めに 多額 の寄 付 をハ ー ヴ ァー ドに寄

せた た め に設 け られ た教 授 職 とい うこ とにな る。 で は その ヴ ォー ゲル先 化に ご 登場 ねが お

う。

ウ ォー ゲル教 i受のf歯義 下束 ア ジア近 代化 論 !

今年 65歳 にな る ヴ ォー グル教授 は、 1979年のキ キ 『ジ ャパ ン ・ア ズ ナ ンバー 1』 で [|

本で も一躍 知 られ る よ うに な った、 ハー ヴ ァー ドを代 表す る社 会学 者 で あ る。 研 究 対 象地

域 は 日本 を中心 とす る東ア ジア詰 田 で 、 卜1木 の蚊 財 界 に も知 己 が 多い。 こ こ 3年 ほ どrよワ

シ ン トンDCの ア メ リカ 中央 情 報 部 (CIA ,に 東ア ジ アすいち分 析付 と tンて 出 向 して い た た め 、

大学 で の講義 は 久 しか りで あ る。 担 当科 日は 外 田 文化系 教 産科 Llの 「束 ア ジア近 代 化論 J

で 、春 学 期 の 月 ‐水 曜 四朝 9時 か ら10時まで 講 義 が お こな われ 、 万1に週 1阿 教 員助 手 ('「A)

に よ る検 fiヽ会が あ る。

講 義 要項 には次 の よ うに あ る。 《11業化 を もた ら した 日本 韓 rヨ`台 湾 や呑 港  シ ンガ

ポー ル におけ る近 代 化 の過 程 を検 証 す る。 この 変化 を促進 した 文化的 ,政 治 的  経 済 的 要

lAlにつ いて考察 す る》。 さ らに注 意 と して来 年度 は 開 f商され な い こ と、 タトt」文化 系  歴 史

系 の いず れ の教 装 科 日 と して も受講 出r能で あ るが 、 Fltl方の 単位 とはな らな い こ とが 記 され

て い る。 学 41た ちは こ う した情 報 を手が か りと して 開講 日の 1月 31日 の 朝、指 定 され た 人

数室 に 向か うの で あ る。 講義 初 日の様 子は お お む ね こん な 史 合 で あ った。

8時 50分、 200人 は 入 るか と思 われ る大 教 室 はす で に満 杯 にな ろ うと して い る。 人 り「Fに

は教 員 助 子とおぼ しき20代 後 半の 大学 院 生 た ちが講 義 予定表 (シ ラバ ス )を 配 布 して い る。

受 け取 ってみ る と全 部で 8貫 もあ る詳 細 な ものだ。 や っ と空席 を見 つ け て希府 し、 シ ラバ

スに は1を お とす 。 そ こに は こ うあ った。
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東 ア ジアエ 業 社 会 の勃 興

(ド1本 と 4つ の小 さな 竜 )

エ ズ ラ ・F,ヴ ォー ゲル教 授 、 ハー ヴ ァー ド大学 、 1996年春

月曜 日 と水曜 日の 午前 9時 か ら、 ウ ィ リア″、・ジ ェー ブ、ズ ‐ホー ル 1番 教 を に て

講 義 の 進 行 予定

1月 3 1  F l  現代の ア ジアヘ の旅

2月 5日  産 業革 命 :兄 方の変 化 と意 義 づ け

本来 の 日本 モデル (186 8 - 1 9 3 1 )

2月 7日  外 国 の 脅威 か らナ シ ョナ リズム ヘ (17, 3 - 1 8 6 8 )

2月 12日 殖 産 興業 政 策 (186 8 - 1 9 3 1 )

2月 14日 工 業 化 に 向け ての国 家 ・教 育 ,社 会

2月 19日 休 講 :大 統領 記念 日

2月 21日  日 本の成 功 に 関す る 4つ の 見 方 (186 8 - 1 9 9 1 )

伝 統 経ヽ 済的 合理 性 は遅 れ て 来た 工 業国家 ・歴 史 的 脈結

植民 地 支 配 に よ る 日本 モデ ルの拡 散 (189 5 - 1 9 4 5 )

2月 26日  な ぜ 日本 は植 民 地 支配 に向か った のか ?

2月 28日  日 本 支配 下 の 台湾 (189う-19 4 5 )

3月 4日  日 本 支配 ドの 韓 国 (190う-19 4 5 )

3月 6に1 植 民地 主 義 に よ る 日本 の変 容 (189 5 - 1 9 4 5 )

修正 され た (戦 後 の )日 本 モデ ル (194 5 -〉

3月 11日 産 業構造 と政 策 の変 化 :復 興 期 (194 5 - 1 9 5 5 )‐ 高 度 成長 (195 5 - 1 9 7 3 )ヽ 安 定

成 長 (197 3 - 1 9 7 9 )ヽ 世界の超 大 国 (197 9 - 9 0 ) ,空 洞 化 (199 0 - )

3月 13日 日 本 の 会 社組 織 :財 問解体 (197 4 7 ) ,再 生 と成 長 (195 2 - ) ,「 1証構造 へ の傾斜

(1960年代中ごろ)・ ネットワー クの拡大と/r・世界化 (1960年代末 )
3月 18日 民 i化 された功績主義的政府 :連 合田による占領 ・政治の発展 ‐在と会基盤の変

化 ,官 僚制

3月 20日 大 衆化 した教育 :教 育の拡大 (1945-)・ 研究の進展 (1970-)ヽ 回際化 (1985
- )

3月 25‐27日 休 講 :春 休み

4月 1日  支 配階層の没落 と新中産階層の台頭 :

巨大な組合 ・消費の拡大 ・富裕化

4月 3日  近 代化にあた っての コス ト :過 度 の追従 ・大衆の高裕化の遅れ ,公 官

- 5 -



そ うこうす るうち 9時 にな って、黒 いチ ェスター ,コ ー ト姿 の大柄な教授がl13れる。 毛

皮の幅子 を脱 ぐと禿げ頭 の周 りに白 くな った髪が もや もや とILえている。す こ しジー ン '

ハ ックマ ンに似た感 じで ある。

講義 の全体 プ ランとしては、 1868年以降現 れ,までの時代 を19!45年で区 切って前後 を日本
の工業化の 2つ のモデル として説明 してゆ き、東 アテンデアのいわゆ る四小 竜はそれ らの モデ

ルを忠実になぞったために成功 とノた、 という結論にいた るら とンい。つづ いて 占席教員助 手

である大学院生のサワダ さんの紹 介で ある。大阪化 まれの 日本 人で、幼 いときに渡 米、カ

リフォ リエア大学サ ンデ ィエ ゴ校 を卒 業 した28歳の青 年である。 ヴ ォー ゲル教授 を した っ

て大学院か らハーヴ ァー ドに来たのだ とい う。 シラバスをプ リン トした り、学41連絡のた

めの板書 を書いた り、ス ライ ドを用意 した り、講義 とは別 に週 1回 お こなわれ る検討会を

主催 した りす るの もサ ワダさん を中心 と した 5人 の教員助 手の仕 事であ る。

先に もす こ し触れたが、教員助 手がお こな う検討会 とい うのは、各講義の受講者 を30人

ほ どの グループに分けて疑問点 について議論す る授業の ことで ある。教授が 工学す る演習

と非常勤講師が 上に担 資す る語学の授業以外 にはおおむね設定 されている。 それぞれの検

討会 を リー ドす る教員助 手は、すでに 単位はltX得したが博士学 位は授与 され てはいない博
士候補生か ら抜解 され る。 1つ の講義の検討会 を教員助手 と して主学す るとサ ラリーは30

00ドル にな る。 本人の大学院生は 3つ の授業 まで教員助手にな ることがで きるので、学期

中の収 人は 4ヶ ナ子半で9000ドルとな る。 博 十候補仕は学費 を支払 う必 要がないため それ ら

はすべ て生活費 と研究費 にあて られ ることにな るが、それ は独身で あるな らば どうにか生

活はで きる給与水準である。大学院での 単位 を取得 とンお えた候補者た ちは このように教員

助手 を しなが ら博 士論文 を執筆す るので ある。ハー ヴァー ドな どの研究 大学では若 子の数

員助手た ちが学部41の勉強のかん どうをみ ることが 多い。
*15

さて、 シラバ スの説明 は順調に進んでゆ き、続 いて必読文:献につ いてr卜意がある。必読

文献 とは毎週の講義 と検討会に出席す るにあた ってあらか じめ読んでおかなけばな らない

書籍や論文の ことである。 それ らは 準行本についてはハーヴァー ド4止脇で人 手で きる し、

本に収 め られていない単発の論文につ いては教 養科 四事務局に用意 され ていて コピーをと

ることがで きる。 ヴ ォー ゲル教授のシ ラパスによれば毎週 3本 の論文 を読む必 要が あるら

しい。講義 につ いては出席な どは とらな いか らさぼ ることも可能なのだが、検討会 では必

読文献 を読んで きたか どうか を教員助 子か ら試 され るので逃げ よ うがな い。

さらにシラバスの質 をめ くると 「成績 判定 」とい う項 題が 11に入る。 そこには次のよう

にあった。

成 績 半け定

毎週 1頁 の レポー ト 20%

10貢α)レうポーート      20ワイ

検討会で提 出

4月 1■12,Jの検言す会で提出

1頁 の要約 を 3月 14・15日の検討会 で提 出

必読文献は検討会で先金に理解 され ることを要す

試験準備週間に試験 範E■lを配布す る

検討会への参加

期末試験

2 0シす

40%

学部生は こうした講義 を毎週 8コ マ程度選択 1ンなければな らない。 に1本の大学生 な らば
「どの講義が楽勝か 」な どという1青報 をもとに出席す る クラスを決めるのであろうが、ハ

ーヴァー ド大学の授業に業 なものはないのである。 また、大学院進学にあた っては学部で

の内申 も評価 され るか ら、高名な学者の 、つ ま りは人気があってAを取 るのがlAl難な講義で

よい成績 を挙げ ることは将来の進路に直結 している。 というわけで ハーヴァー ドの学生は

いつで もどこで もそれぞれの授業の必読文献 を読んで いて、遊ぶ暇 な どはない。 「やれや

れ、アメ リカの大学生はたいへんだわい 」とつぶや きつつ、報告者はヴ ォーゲル教授の初

回の講義 を後に したので あった。

講義 は厳密にシラバ スに沿 って進行 してゆ く。 毎ltrl始まる前にアウ トラインと呼ばね る

ユ枚の プ リン トが配布され る。試みに 3ナi4田 任配 られ た もの を採録 してみ よ う。

一 rl―
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講 義 の ア ウ トライ ン (199 6年 3月 4日 )

講義 の タイ トル :日 本支 配 下の韓 国 の 発展 (190 5 - 1 9 4 5 )

1、 朝 鮮 (李 )1丘tjl(13切 -1910)

a .弱体 な 国家 /強 力 な上 着 貴 族 で あ るlAs班層

b。発展 の指 導 力 はほ とん どな いか あ る いは 全 くな か った (政 府 に も民 間 に も )

G.外国 の 脅威 へ の対 応 が ゆ っ く りで 、改 革が 遅す ぎた (189 4 )

日本 に よ る強 制 的 開国 (187 5 )

大院 君 に よ る伝 続 回帰 (186 4 - 1 8 7 3 )

2、 日本 の植 民 地 政 策

a.保護 国化 1905 - 1 9 1 0、植 民 地 1910 - 1 9 4 5

b .武断 統 治 (190う-19 1 9 )、 191 9年の 3卜 1独 立運 動

1919年以 後 の 米 の備蓄 の増 加

強 制 的 移民

()制限 され た諸 権利 、 「啓 蒙 /文化 政 策 」 (191 9 - 1 9 3 1〉

d.満州 事 変 (193 1 )そ して 中国侵 略 (199 7 )

戦 争 の基盤 化 、 米 と労 働 力 が 日本 に流 入

3、 工 業 生産 カ

1921  3 ( )億 円  (総 生 産 額 の 15%〉

194 3  2 0 0億 円  (総 生 産 額 の 40%)

a食 品 加 工、繊 維 業

b.鴨緑 江 水 力 発電 所 、 朝 鮮 雀 素 肥 料 会社

4、 遺 産 :ri業 化 を準備 す る人的資 源 (工 場 に勤 務 す るホ ワイ トカ ラー 、エ ンジエ ア、職

業 軍人 )・ 目本 の近 代 的 方式 に関す る知識 ・反 こ]愁 情 と強 いナ シ ョナ リズム

用 誌解 説

面班   李 王朝 と彼 らの 3親 等 の親 戚 の うちで 試験 に合 格 Lンた 行 政 ・軍 事官 僚層

非 公式 に彼 らの 没 落 を 翌ん で いた庶 民 に よ って使 われ た用語

李 舜 座  朝 鮮 水 軍指 令官 、 亀 甲船 を率 いて 2回 の秀 吉の海 年 に よ る侵攻 を撃達 した (16世

紀 末 )

大 院君  田 I李 熙 の摂 政 (186 4 - 1 8 7 3 )

李熙 王  185 2年 ■ 、 1864年即 位 、1873 - 1 9 0 7在位

デー タ

在 韓 日本 人       在 日韓 田 人       米 総 4tた  輸 出 量

1897   20,000         1915     4,000         1912   11.6      0,5

1910  170,000         1930   300,000         1918   13,7      2,3

1940 1,200,000         1924   15.2      4.6

1944 1,900,000         1933   16 2      8,7

1945  900,000+        1945 2,400,000       (100友 戸才丁単イt、 「6=180リ  ッ トメレ)

堵塩イ奏    ほ |ゴ0                700,('00

1937年段階の現地人行政官

宗上 国   人 11    1靖 地人付僚

ベ トナム   フ ランス  1700万 人   2、 920

韓国     日 本     2100万 人  246、 000

- r



この ように講義でポイ ン トとな る点 はあ らか じめ整難 してあ るので理解す るのが容易に

なって いる。 1回 60分の授業で これだけの内容 を話すのだか ら、アウ トラインに余計な部

分があれば時間通 りに進 め ることは困難 とな る。 その点で もヴ ォー ゲブレ教授は、手慣れて

いるとい うか何 とい うか、ほ とん ど定時に予 定の話 を終 えるのが常であった。

ところで、毎日の講表で配 布されたアウ トラインの うちで 3用 4 Fl分を選 んだのには、

それが ヴ ォー ゲル教授のアウ トラインの水準 を示すのに適 当な例であるとい うこととは別

の理由がある。 この ときの講義は、 アウ トラインか らも想像で きるように、植民地 下の様

国におけ るに1本の役割 を肯定的に捉 えた ものであ った。受講者 には 'ヽSジャパ ンプログ ラム

という制度で 日本か ら派遣 されているビジネ スマンやアジアか らの留学生 も多数合 まれて

いたのであるが、 この講義 に反発 した韓国人留学41から、 「日本が韓国に与 えた許痛 を |ヽ

分に伝 えていな いのではないか 」とい う質問が出されたのであ る。 その ときヴォー ゲル教

授は講義 を中断 して、 「精神的 には ともか くも、近代化に的 を しぼ った場合にはこ う した

捉 え方が正 しい」と口答 1/た。報告者の印象 に残 ったのはその容の中身ではな い。 このよ

うな大数室での講義にお いて もかな らず学生か らの質問に答 えなければな らないとい うこ

こでのルールに強 い印象 を受けたのであった。

ゴー ドン教授の演習 「Fl本現代史の諸問題 J

さて、次にアン ドリュー ドゴー ドン教f受の演習 i日 本現 代史の諸問題 」の内容 を紹介 とノ

てみ よ う。

今年44歳の ゴー ドン教授 は新進気鋭の 日本近明代史学 ヤであ る。 ここの教 員と しては珍

しく学部 もハーヴァー ド出身で、助教授 を勤 めたの ちに南部の私tの 名門校であるデ ュー

ク大学の教授 に転 じた。昨 年秋に終身イI職 権 を認め られたため 正教授 と してハーヴ ァー ド

に戻 ったのである。 専門 は日本の労働運動 とti本型生産 システムの進展 につ いてで ある。

先のヴ ォー ゲル教授 の講義は下級学年むけの 太教宝 での授 業のひ とつの検範 ともい うべ き

もので あったが、 ゴー ドン教授の濃習は歴史学科に所属す る L級 学 年や大学院すとこに対す る

教育の あ りかたについて示唆に富んだ もので あった。 と りわけ ヨンピュー ターの利用法は、

ハーヴ ァー ドであ るか らこそ 古r能であるともいえるのだが、た いへん参考にな った。

この演習の開講 日も 1月 31日であった。午後 2時 か ら 4時 までが指定の時間である。 ゴ
ー ドン教授はアメ リカ人 と しては小穂で、いつも笑顔 を絶 やさない柔 和な先 年1である。 こ′

か し学 問への情熱 はなみなみな らぬものが あ り、それ以後の授 業で出席者た ちはた っぷ り

と絞 られ ることにな った。

シラパスの 「この演習での約束 Jの 項 日には次の ようにある。

この演習はある種 の 「立場 」をとっている。20世紀の 日本の雅史につ いてすでに定説 と

なって いる仮説か ら出発 して、 さらな る検岳Fの 方法やそ こにつけ加 えるべ きものを探究す

るので あ る。 その仮説 とは、簡 単に言えば、 多くの 屯要な点において1930年代か ら50年代

にいた る今 t性紀 半ばの時代が、それ以 前の またi以後の時代 とは きわだ った強 い結びつ きや

や統
一性 を有 しているとい うことである。あ る意味で、い くつかの方施iにお いては 「戦後

日本 」の状況 あるいは意識 は 1960年代には じめて始 まった と言 って よいのである。 もちろ

ん戦 争の シ ョックや 1945年の敗北感の深 さを否定 した り、あ るいは戦争ボ ケか らの覚駆に

際 しての意識の変化 を過小視す ることは愚か しいことである。 しか しそ う した ことを しっ

か り認識 した うえで、 この渡習でわれわれ は経済政策や物質文 化あるいは ライフス タイル

といった さまざまな領域での実質的な継続性 を見いだす ことにな るだ ろう。 それ らはおそ

らく20世紀半ばの数十年間を結合 させ 「戦 争を持 いだ 日本 」の時代 ともい うことを可能に

す るのである。 (ア メリカ史をすでに
′
半んで いる学4二はわが国での同様な 事態につ いて思

い描 いてみれば よい。つ ま リニ ューデ ィール政策は 1930年代には じま リカー ター時代にほ

ぼ終わ りを迎 えた、 とお そらくは言つてよいのである。 )

日本史研究においては 1945年を境 と して近 代 と現 代を分け るのが通例 とな っている。 さ

きのヴ ォー ゲル教授 の講義 もその サ場 をとっている。 もちろん大 fエデ モクラシー期以後 を
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一体の もの としてとらえ、 ファシ ズム期 を、電部が暴走 して政 治 を乗 り越 えて しまったむ

しろ例外的な時期 と してあつか う研究が、今 までに もなか った わけではない。 とは いえ19

30年代か ら50年代の 「l本の経済政策や生活文 化をいわば竿質的なかた ま りとして見ようと

す るゴー ドン教授 の演習が非常に意欲的であ ることに変わ りはない。実際 その授業 の進め

方も進取的であった。 それは ヨンピュー ター ・ネッ トの活用に あ らわれている。

ハー ヴ ァー ドの 工学系の学科の建物であ るサ イエ ンスセ ンターの地階には大規模 な ヨン

ピュー ター ルームがある。 また図 詩鯖 地ヽ 下食堂 ,!▼:生祷な ど ii要な施設には端末が備 虎,

られて いて、学生 教ヽ職員は学内の どこか らで も、 また |」宅に コンピュー ター を置 いてい

る院生や教 員な らばそこか ら自由に情報のや りと りがで きるので ある。 この便利な システ

ム をゴー ドン教授 は演習 を進めるにあた って利用 したのであった。すなわち毎週の必読 文

献に関す る 1質 ほ どの レポー トを、その演習の コー ドナ ンパーである 「雁史 1852」という

タイ トルの コンピュー ター 11の掲示板に提出 させ るように した のである。通常の講義で も

ヴォー ゲル教授の ところで も触れた ように、 レポー トは じば しば課 され る。 し か し/それで

は学生相 T2は他の出席 者の意 見を知 ることはで きない,ゴ ー ドン教授 は必読文献の レポー

トをヨンピュー ターで提 出 させ ることで、出席 している学な二が あ らか じめ他の人の考 えを

知ることがで きるように したのである。別の人の意 見が頭 に人 っているため 肖日の討議は

非常にスムーズに進行す るので ある。

第 8辺 日の 3月 20 Flは、報 告者が出席 した 最後の授業たが 、その時のテーマは 「中産路

級 と労働者階級の ライフス タイル 」であった。必読 文献は色川 大吉の 『留1和史 と大 宅』第

2章 、 スザ ンナ ,ヴ ォー グルの 「事業 主婦 J ウ ノの 「良孝賢 |サは死んだか ?」 、ケ リー

の 「r]本の大都 市で住処 を見つけ ること」、 ドナル ド ・ドアーの 「「1本 の好い市生7岳J、 エ

ズラ はヴ ォーゲルの 「|「1木の新 しい中産階級 J、 ゴー ドンの 「新41活運動 i、 色サ||の『昭

和史 :世 相編 』である。 (毎 日 この くらいの必読 文献が リス トア ップされている。 つま り

出席者は毎辺 これだけの分 最の論文を読ん″で し′ポー トにまとめなければな らないのだ !)

出席者 は全部で 11名、学部生が う名で残 りは比仕 と大学院聴講 生である。報告者 ともう ヽ

人京都大学法学部の1ナ藤之雅教授がオブザ ーバー と して同席 していた。 テーマが 部業 主婦

や受験 戦争、 それ に都市部の住宅難についてであったため、特 に女性の発言がめだ った。
米17

デ イスカッシ ョンはゴー ドン教授か ら[J本の教 育制ナ空を中心 としてお こな うとい う指示

があったので と りわけ受験戦争について次の ような意 見が提 !|キされていた。

教育制度に関す るべつの疑問

8年 間 を韓 FThl版「受験 戦争 」で もまれて きた 立場か ら、ヴ ォー ゲルが研究であつか って

いた 日本 人家庭について感想 を述べ ます。教 育とと1本 の母親の役告けについてい くつかの疑

間があるのです。

1、 韓国の受験体待いは明 らかに長い間植民地支配 を した 日本 をモデル と した もので あると

いうこと (台湾の場合 も同 じです )。 この ことが意味す るのは、高度に競争的な システム

は戦争前か らすでに しっか り確 立 していて、連合「F最 高 市l令部による改 革によって もほ と

ん ど変わ らなか った とい うことです。 しか し ドアーの研究 を読 んでみ ると、本本的 な再組

織化がな されて、 古いタイプの詰め込み型 またはパ ック型の制度は (】HQの 指導 に よって

放逐 された とあ ります。 また、ヴ ォー ゲルの研究では ()iF Qの指導 に言及 していません。

この ことは古いシステムが結局は勝 っていた ということを意味す るので しょうか ?

2、 ヴ ォー ケ
「
ルの教 育論では活発で世話好 きの母親の批判的な役やけが 十分に強調 されてい

ません。 とい うの も母親の 子供へのおせ っか lr Hは事実 L彼 女の フル タイムの仕 事になって

しまっているのです。 日本の教 育システン、が (少 な くとも195()年代か ら60年代には )ゆ っ

くりと補助的役割 を果たす ように作 り Lげ られ、それが女性 を家庭 に しば りつけ ることを

固定化す るのだ と した ら、それ はたいそ う皮 肉な こととはいえないで しょうか ?

(韓 日系 ア メ リカ 人大学院′卜・女性 )

日本 のパワーエ リー トによって維持 され ているお化けのような教 育統制 システム は占領

期 をまたいで存続 しているよ うに思われ る。 受験 システム と実 生活 ■の成功が機能 に押iび
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つ いて い るので 、民 キLiと義 的 改 革が 本 ちに徹 撃 を |テえた の か ど うか疑 ド母に思 われ る。 客観

的 '多 i面的 ‐選抜 的 試験 の要 求 に 合致 した 小 中学 校 の カ リキ ュ ラムが 、 試験 と社 会 的 成功

の連 な りの次 な る 目的 を設 定 して い る。 日本 の社 会 にお い て も っ とも 尊敬 され る仕 事は再

末端 に あ る。 この シ ステム の論 理 は その最 末端 に よ っ て統 制 され て い る こ とは ま った く明

らかだ 。 こ こ数 週 間 の間 、私 た ちは、 占領 に よ る改 革は先 合 に は妨 十 は され な か つた もの

の 、戦 前のエ リー トあ る いは そ う したエ リー トのょ:岳勢 力が政 府 の 主要機 1瑚や、 ヴ ォー ダル

に よ って報 告 され た 戦 後 の 受験 シ ステ ムの ゴー れた る大 企 業 を、 依然 と し/て 支配 下に置 い

て い るの を見 て きた。 大学 入試 シ ステムが 甘 僚機 構 や トップ企 業が 個 人に要求 す る レベ ル

か ら景夕響 を受 け るの は ど1然 で は あ るが 、私 は 日本のエ リー トが 、彼 らの特 稚 的地 位 を用 い

るこ とで 、彼 ら出身 の優 位性 ― ―た とえば特 定 人手 の 年業生 で あ る こ と― ― に よ つて、教

育 シ ステム を統 待けし、 あや つ って い る 事実 に 疑 い を もって い る。 私 た ちは この状 況 を別の

表現 で 示 す こ とが で きよ う。 す な わ ち いわ ゆ る 「束 人 ヽ官 界 ・財 界 」 複合体 が !1本におけ

る経済 政 策 プ ラ ンを支配 して い る とい うこ とで あ る。 秘、は戦 後 の教 育 シ ステム の い かな る

細 部 まで もが iH確に 戦 前 の シス テム の反 映 だ と言 うつ も りはな い。 とは い え高年 教 育は現

在な お も権 力へ の ]t道な の で あ り、 そ して それ は今で も、 とくL的 発 展 を離1伴す る厳 しく選

別 され たパ ワーエ リー トに よ って実質 Lの 統 制 卜に おかれ て い るので あ る。 結 局 私 は陳腐

な く りご とを述 べ ただ け な の だ ろ うか ?

(ア メリカ 人大学 院 11‐ 男性 )

討論 は これ らの意 見 を出 発点 と して 、 日本 人の ||1席者か らの コメ ン トな とも参 考 に しつ

つ 、 も っ とも説 得 力の あ る意 見 を発表 した 将 が最 高 の評 価 を得 られ るわけで あ る。 東 実 と

は与 え られ た情 報 を多 くの 格 が検 討す る こ とに よ って残 され る何 もの かで あ る、 と い う考

えが根 底 に は あ る。

こ う した雁 史 の教 育 方法 に は 長所 と矩 所 が あ る。 まず 長所 と して、こ)英f告文 献 を読 むだ

けで演 習 に参 加 で きる、 とい うこ とが あげ られ る。 通 常外 田 史 の決 辞 に出席 す るた め には、

その FElの言語 を 由由に読 み こなす だ け の語学 力が 必 要 と され る。 し か しそ こ まで の 水準 に

達す るに は長 期 にわ た る トレー ニ ン グに耐 文なけれ ば な らな い。 ゼ ネ ラルな教養 を身 につ

け るこ とを 目的 と して い る学 部課程 と して参 加 格が限 られ るの Fま留 ま しくな い とい うこ と

か ら、 英語 文献 しか 丹lい られ な いの で あ る。 また、 0あ るテー マ につ いて の知 識 宝 が非 常

に豊富 にな る、 とい うこ ともあ る。 ア メリカ の 大学 の勉 学 の あ りかた と して、 文献 を大 量

に読 む 、 とい うこ とが あ る こ とは前 に も触れ た。 この こ とは歴 史 教 育 に お いて も同様 で あ

って、 1920年代 か ら6041 i代の 1予本が テー マ の 演 習 であ るな ら、 その こ とにつ いて 出 席宅 は

相 当な 角l識が得 られ る こ とを期 待 して よ い こ とにな る。 0討 論 の技 術 が 向 上す る。 ア メ リ

カの大 学 にお け る討論 の 重要 性 ほ 日本 とは比 較 にな らな いほ どで あ って 、 それ は歴 史 の授

業 で あ って も同様 で あ る。 ゴー ドン教 授 の決 習 で は、 出席を は、 必 読 文献 を読 む→ F母題点

と意 見 を レポー トに ま とめ る一 討論 で 自己 の riしさ を i焼 す る、 とい う手順 を踏 む こ とに

な るが 、最 後 の討論 が もっ と も重 要視 され て いる。 その た め 相 手の意 見の 欠点 をす ば や く

兄抜 き、 自己の主 張 のfHし さを説 得的 に 表現 す る能 力が 身 につ くので あ る。

もち ろん こ う した 方法 に は短 所 もあ る。 これ も 3つ あげ よ う。 短 所0は 長所 0の ち ょう

ど反面 で あ る。 つ ま りあ る国 の 語学 を まった く知|らな い ま まそ の国 の 文 化や歴 史 を学 ぶ こ

とに は 誤解 の危険性 が あ る とい うこ とで あ る。 必 読 文 献 と して いか に定評 の あ る論 文 のみ

をあげ て い る と して も、英 訳 され て いな い もの こそが 真 に 重要 で あ る キr能 性 は 十分 に あ る。

また 、 ヽ次資 料 を駆 使 しなが ら歴 史の あ る側 臨iな輝 かび 卜iが らせ る、 とい う (報 告 者が 考

え る と ころの )な 米 の歴 史 研 究 とい うもの は ま った くな され な いので あ る。 0と して は、

非常 に 大 まかな知 識 に よ って、 lFhl別的 で小 さな学 例 さえ も無批 判 に媒 介 され″て しま うとい

うこ とで あ る。 この表現 は微 妙 なの で実例 を あげ よ う。 ア メ リカ人 は天 空制 を H本 人 が感

じて い る以 上に 重 要な もの と して評 価 して い る。 それ は |1本に お いて 1945年まで な され て

いた い わ ゆ る 宝と民教 育の イ メ ー ジが 今な お修 iltされ ていな いせ いで あ る。 『ワ シ ン トン A

ポ ス ト』や 『ニ ュー ズ ヽウ ィー ク』 を英語 で 読 む 日本人 は山ほ どい るで あ ろ うが 、 「1本の

新聞や 週 門誌 を 日本 語 で 読 む ア メ リカ人 はほ とん どいな い。 英 語 で 浮かれ た、 定 言`rの あ る、

しか も何 十年 も前 に出版 され た なの 内容 が い まで も有効で あ る よ うに思 われ て しま うのだ。
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また 、最 近 日本 で 出版 され た 歴史 書で も)、色 川大 i告の 『昭和 史 と天 皇 』 (英 語 題 名 は
"The

A g c  O f  H i r o h i t ( )ルで ぁ る )の よ うに 天 皇の 役 午けを過 大 視 した ものが と りあげ られ が ちで あ

る。 (地 味 な 実証 的研 究 は英 訳 され な い。 )か く して何 で もか ん で も根 本的原 因 は 天 宝に

あ る とい うこ とにな るの だ。 1960年代 以 降 の 労使 協調 ,Ll本 型 生 産 システムの 発達 に つ い

て さえ も。 (も ちろん ゴー ドン教授 が この よ うにf与えて お られ る とい う こ とで はな い。 IJ

本 をよ くは知 らな い学 生 の陥 りが ちな ステ レオ タイプ を述 べ た だ けで あ る。 )② 討 論 が L

手で あ って も思 索 が深 い とい うわ けで はな い、 とい うこ と。 ア メ リカ的勉強 法 で は、 た し

か に きちん と した レポー トを善 く方法 や 、効 果的 に相 手を説 得 す るた め の討 論 の技 術 は身

につ くに ちが いな い。 しか し思 考 のパ ター ン化 とで もい う もの は そ う した技 術 の 向 にとう

らは らに進行 す るの で あ る。 他 回 の歴 史 を学 ぶ 場 合 で も、 その 田 の 独 自な部 分 (ひ ょっ と

す る と非 常 に 重要 か も しれ な い微 妙 な ニ ュア ン ス )は ば っ さ りと切 り捨 て られ 、 ア メ リカ

といか ほ ど近 いか、 あ る いは連 いかだ け が評 価 の基 準 に な って しま うの で あ る。

おお よそ この よ うな長 所 と短 所 をア メ リカ埋Jの狂 史教 育に感 じた ので あ った 。

カ リフ ォル ニ ア大 学 サ ン タバ ーバ ラ校 の 印象

ここ まで ず いか ん 多 くの紙 幅 を割 いて ハ ー ヴ ァー ド大 学 にお け る 日本 学 につ いて 報 t告し

て きた が 、 この節 で は 、西 海 岸 の 中堅 公立 大学 で あ るカ リフ ォル ニ ア大 学 サ ンタバ ー パ ラ

校 (以 下 UCSB )で の 日本学 の現状 につ いて述 べ た い。

カ リフ ォル ニ ア州 は/rX米で も っ と も公教 育 の シ ステム が整 って い る地 域 だ といわれ る。

高校 の成 績 が上 位 25%以 内で あれ ば 博 |:授与 太学 と して認 め ら才Lて い るカ リフ ォル ニ ア 人

学 の いず れ か の キャ ンパ ス に進 学 す る こ とが 由r能 で、 また それ 以 ドの成 績 な らば総 合大学

で あ るカ リフ ォルニ ア州 立大学 に進 むか 、 また は公 十ケ短 大 に大 学 す る こ とがで きるか らで

あ る。

報告 者が西海 岸 の この 大 学 を選 んだ の に は 多分 に偶然 の要素 が か らんで い る。 ハ ー ヴ ァ
ー ドは 全米 届指 の名 門大 学 で あ り、現 在 日本 で活解 され て い る 同 大学 出身 の ア メ リカ 人 ll

本学 者 と1日知 で あ った こ とか ら願書 を送 った ので あ った が 、 tlCぷBにつ いてはた また ま大学

院 時代 の友 人が留 学 して い る とい うのが た だ 一つ の理 由で あ った。 ハ ー ブ ァー ドとの比較

とい う こ とで あ るな ら、 カ リフ ォルニ ア大学 ロサ ンゼル ス校 (【iCL A )を 選 ぶ べ きで あ った

か も しれ な い。 UCi′Arま、 南 カ リフ ォルニ アの 有力校 で あ り、 そ この 日本 学 科 には 『徳 川 イ

デ オロ ギー 』 とい う才j名 な著 書 が あ るオー 2、ス教授 が在 職 され てい る。 し か し残念 な が ら

報 告 者 に は面 識 が な か った。 そ こで UCSBの友 人に問 い合わせ た と ころ、 同校 は カ リフ ォル

ニ ア大 学 の 中で は、 パー ク レー校 ・I「rサ ンゼ ル ス校 サヽ ンデ ィエ ゴ校 に次 ぐ くらいの レヴ

ェルの キ ャ ンパ スで 、 と]本 関係 分野 の教 員 も数 多 く在職 され て い る との こ とで あ った。 そ

こで 見学 を希望 した わけ で あ る。 前 に も参 照 した 『ア メ リカの ベ ス トカ レ ッジ』に よれば

4段 階 あ るグ レー ドの う ち第 2グ レー ドに属 して いて 、研 究 大 学 とは い えな い もの の大学

院大学 と して専攻 分野 の 多 くに博 士 課程 が あ る。

2月 21日 か ら29日 まで の滞 在期 聞 に主 に お 世話 とィて くだ さった の は、 ルー ク ヽロパ 十 ツ

助教 f受で あ った。 プ リン ス トン大学 の歴 史 学 の縛 ■で ,午 ほ ど前 に助 教授 に採 用 され て 西

部 に移 って きた のだ とい う。 ちなみ にハ ー ヴ ァー ドのハ ー デ カ ー教 頼 の プ リンス トンでの

弟子 で もあ る。 十佐 藩政 史 が 専門で、東 大 や 高角1大に留 学 して 11本語 の 論文 も数 多 く発 表

され て い る。

ロバ ー ツ助 教授 の案 内 で 海 岸 に面 した 広 い敷地 を せ,つ キ ャ ン パ スを見学 してハ ー ヴ ァー

ドとの 違 い を痛 感 した。 とにか く学 生 の数 が 多 い。 ロパ ー ト助 教授 に よれ ば、 高校 で の成

績が 一 定以 上 で あれ ば 自動 的 に大学 を認 め る こ とにな って い る うえに 公 む短 大 か らの編 入

も大 規 模 で あ るの で、 全 学 生 数 を把 援 す る こ とは で きな い との こ とで あ った。 もち ろんハ

ー ヴ ァー ドの よ うな金輩 制 で はな いので 、学 生た ちは付近 に ア パ ー トを倍 り、 そ こか らス

ケー トボー ドや ロー ラー スケー トを使 って帝 校 す るので あ る。 また学 費 が年 間 1万 ドルで

ハ ー ヴ ァー ドの約 4分 の 1と い うの は、 寮 費 の分 が含 まれ て い な い こ とを考慮 して もかな

り安 い。 学 生た ちが フ レ ン ドリー で あ るの はハ ー ヴ ァー ドとlBD様で あ るが 、 や は り庶 民的
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な雰囲気があるのはカ リフォルエアにあるか らばか りではないだ ろう。 またハーヴ ァー ド

と比較 して大学院生の比率が低 いため若 々しい活気がみな ぎっている。

もっとも、学生数が多い とはいって も、過行 というわけではない。学生会館や教生棟 ・

研究棟、 さらに図書館 を案内 していただいたが、学生の数に 見合 った スペー スが用意 され

てお り、教育環境 は良″Fで ある。 とくに図 書館 は |]本の トップ クラスの 大学 よ りも大規模

で、 もちろんハーヴ ァー ドとは比ぶべ くもな いにせ よ、十分に充突 していた。学′【をた ちが

必読文献に追 いまくられ ていることも同 じで、学生の熱心 さについても大 きなたは感 じら

れない。

さて、じCSBにおけ る日本関係科 日であるが、ハーヴァー ドと同 じく大部分は束 アジア言

語文化学科で開講 されて いる。24コマが用意 されていて、同学 科の 6人 の教員 と歴史学科

のロバー ツ助教授が担 路 している。教員の学歴は博士号 を得た 大学でいえばハーヴ ァー ド

が 3人 で もっとも多 く、あ とは ヨロンビア ・プ リンス トン 'パ リが各 1人 づつ とな ってい

る。 また講義の内容 も要項 を見 る限 りではハ ー ヴァー ドとほぼ 同 じものが対意 され てお り

報告者が出席 したロパー ツ助教F受の 「日本近 代史 」 (歴史学科設置 )の 講義の水準 に も遜

色はなか った。

この ように してみ ると、 単に教育のみで比 較するな らば、 カ リフォルニア大学 は明 らか

に<買 い得 >米18な 大学 とい うことにな る。なぜな ら学費はハ ーヴ ァー ドの 4分 の 1で あ

りなが ら優秀な教員 と | 分ヽ な設備 とが 与えられ ているか らで ある。 ア メリカの学部課穂は

高校の延 長の ような もので、現実の職 菜選択 に結びつ くのは大学焼教育である。カ リフォ

ルニア大学で立派な成績 をあげれば西部の名出校であるス タン フォー ド、また束部 にある

ハーヴ ァー ド ‐イェー ル ・プ リンス トンな どア イピー リーグの 大学院に進学す るこ ともけ

っ して 不可能ではな い。 カ リフォル ニアのご く普通の家庭 に合 った学化たちの うちの優秀

な層は実際にそ うすべ く努力 しているので あ る。

ところで報告者はUCSBを訪間中に 日本の大学運営について考 えるにあたって も参 考にな

る教員人事の 手続 きの 本部に立 ち会 うことが できた。 ア メリカでは採用人 事はすべ て公募

によって行われ るのであるが,そ の最終段階で候補者たちは公開授業 (プ レゼ ンテー ショ

ン )を す ることにな って いる。 報告者が :1革席 したのは南 ア メ リカ史の助教授選考のための

公開f受業 であった。 ロパー ツ助教授の話では、約
′
70名の応募者 の うち非常に優秀 と認め ら

れた 10名をさらに分野 ・年輪等でチ、るいにかけ、ようや く 5名 にまで絞 られたので、彼 ら

を毎週 1人 づつ呼んで講義 を していただ くのだ という。やや大 きめのゼ ミ生で待 って いた

人 々は約30名、人 事の ことi体である歴史学科お よび ラテンアメ リカ ・イベ リア学科の教貝 と

南アメ リカ史専攻の 大学院生が 半々くらいで ある。最 初に学科 工作 (チ ェア )が 挨拶 を し、

髭 をはや した30代前半と,こえる痩身の候補者の紹介 をす る。先 生はヵナ ダのブ リテ ィッシ

ュ 'コ ロンビア大学でプ ラジルの軍 専史 を研 究 されて博 士号を授与 され ……。 それ がすむ

と、さっそ く 1時 FH7の講義がは じまる。 報告転はもちろん出席す ることはで きなか ったが、

授業の終 了後に残 った教員 ・大学院生 はその講義の印象につ いて話 し合 って覚 え書 きにま

とめた はずである。 そ して 5名 の候補者の 公開授業がすべてす む と教員だけの会議で誰 を

採用す るのかを決定す るのである。 この ように講義の質 もが評 価の対象であ るのだか ら、

アメ リカには授業の 下手 な教授 はいない。

こう した ことがカ リフォルニア大学サ ンタバーバ ラ校で印象 に残 ったのであった。

に

いよ い よ この報 告 書 を ま とめ る と きが きた 。 この 2ヶ 月 十の 海 外研 修 にお いて報 告者が

自 らに 与えた テー マ は 「ア メ リカ合衆 国 に お け る 題本 文化伊r究の現 状 」 とい うもの で あ っ

た。 この テー マに か ん して はハ ー ヴ ァー ド大 学 では か な りな と ころ まで把 握 す る こ とがで

きた と満 足 して い るが 、 カ リフ ォル ニ ア大学 につ いて は い くつ かの話 義 に出席 した か ぎ り

で 、お お むね研 究 の 方 向 ほ 「1じ で あ る とい う印象 を もった に と どま る。 サ ン タバ ー パ ラ校

の 日本 分野 専攻 者 に はハ ー ヴ ァー ド出身 者 が 多 く、 教 員 の もつ 雰 脚 気 は 、若 て い る ものが

ジー ン ズに シャ ツ とい った ラフな格 好 に もか かわ らず 、束 部 の 大学 と共通 して い る よ うに

わお
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感ぜ られ た。違 うの は キ ャ ンパ ス と学 生 た ちで あ る。 とは い え その 学 ■ た ちにつ い て も、

ハ ー ヴ ァー ドとサ ンタバ ーバ ラ校 で は出身 階 層 や学 力水 準 には た が あ るので あ ろ うが、熱

心 さに つ いて は違 いがな いの に は印象 づ け られ た。 こ う した こ とが ア メ リカの大 学 の 美点

で あ ろ う。

ア メ リカの 高校 生 は誰 で も自分 に 見合 った 大 学 を選 択 し、 しか も大 学 して か らも学 力 を

向土 させ るべ く努 力 して い る。 そ して また 同 じよ うに教授 た ち も勉強 を続 け るの で あ る。

米1州 都 ボ ス トンか らチ ャー ル ズ川 を挟 んだ だ け のす ぐ隣 の 市で あ る。 ハー ヴ ァー ド大 学 を

創 った 人 々の 多 くが イ ギ リスの ケン ブ リッジ大学 の 存業 と で あ ったた め その名 が つ け られ

た。 な お、 ボ ス トンは ア メ リカ独 立戦 争の舞 台 とな った と ころで 、 ア メ リカ人 の心 の 故郷

で あ る。 日本 で ほ ぼ 同 じ歴 史 的 位 置 を 占め て い る京 都 市 と姉 妹 都 市の提 携 を結 んで い る。

また ケ ンプ リッジな どの 周辺 都 市 を合ん だ !大ボ ス トンは学 都 と して も知 られ、 ハ ー ヴ ァー

ド大 学 トマサ チ ュー セ ッツエ 科大 学 ‐タ フツ大 学 ヽボ ス トン大 学 な ど全 部で 57の大 学 矩ヽ

大が あ る とい う。
*2 H a V a r d  U n i v e r s i t yの

名 は、創 設期 の資 金 援 助 孝で あ った ジ ョン ‐ハ ー ヴ アー ドの 名 前

に ちな ん で い る。 彼 もまた ケ ン プ リッジ大 学 の出 身者 で あ った 。
米3,dw i n  O , R e i s G h a u c r  i n s t i t u t c  o f  J a p a n c s (ュSt u d i e sは、 197 3年に 日本政 府 の援助 の も

と 日本 研 究 所 (()a p a n  i n s t i t u t c )として設 立 され た。 1985年に初 代所 長で 日本 研 究 の功 労

者 で あ った 技 ライ シャ ワー教 授 の名 前 を記 念 して現 在 の名称 に 改 め られ た。
米4 vi s i t i t t  S c h o , a rとはハ ー ヴ ァー ド大 学 の 各部局 が研究 の活 性 化 のた め に他 大学 か ら解|

く学者 の こ とで あ る。 子 |キ 給ヽ 与 な どは支給 され な い とは い え、 ハ ー ヴ ァー ドの教 員待 避

で あ るた め大 学 の施 設 を全 面 的 に使 用す る こ とが で きる。 採 用 に あた って は 当該 部馬 の審

査 と学 部 長 ・研 究 科 長 の 決 裁 が 必 要 で あ る。 米田 の 大学 に は 7年 に 1度 の fl給研 究 休 暇

(サ バ テ ィカ ル )の 制 度 が あ る。 そ こて それ な利 用 して大 規模 流ヽ 大学 に客 員研究 員 と し

て所 属 し、 そ こで教 授 や 大 学 院 生 との交流 を深 め なが ら自分 の 著 詳 を ま とめ る先 生 が 多 い。
来ら 米 国 の大 学 人試 は受験 生 か ら郵送 され る願 書だ け で 判断 され る。 願書 に は、 高 校 の 内 申

書、基 本的 な学 力 を見 る全米 規 模 の大学進 学 適 性 試験 (SAり の 成績 、 さ らに 「大 学 で学 び

た い こ と」 とい った テー マのエ ッセ ー (作 文 )、 雑 薦状 な どが 令 まれ る。 大 学側 は各 高校

の水 準 に つ いて ム
定 の情 報 を も って お り、 それ を も とに 内 中書 を評 価す るので あ る。 米同

の受験 戦 争につ いて は 『朝 Ll新聞 』の 1996年 5月 24[ 1付け 夕刊 の 一脱iト ップの 「ア メ リカ

版 受験 戦 争 」 とい う記 事 が最 新 の 実態 を伝 え て しヽ る。 報 告者 が 実際 に 見聞 した こ と も この

記事 とお お むね ―致 して い る。 以下 抜 粋 して 引用 した い。 (一 部 表 記 を変更す る 〉

「人 りやす く、 出 に くい 」 とい う米 田 の大 学 の イ メー ジが 大 き く変 わ りつ つ あ る。

ひ と提 りの エ リー ト校 をめ ざす 高校 生 の 数 は 年 を追 って増 え、競 争率 は急 Ⅲl昇。 い ま

で は、浪人 して難 関 の志 望校 に再挑 戦す る生 従 も珍 しくな い。 ライバ ルにた をつ け る

受験 テ クニ ック を授 け る コ ンサ ル タン ト業 t,空前 の盛 況 で 、 トップ グル ー プの 住徒 や

そ の親 た ちの Ftrgでは 、 日本 も顔 負 けの し烈 な 受験 戦 争が漢 じられ て い る。
「毎 日の授 業 以 外 の勉強 時 間 は 6時 間 か ら 8時 間 か しら。

｀
F均 の睡眠 時 間 は 4時 間

く らいで した 」

全 米 は い ま高校 の 卒 業 シー ズン。 マサ チ ューセ ッツ州 の 私立 高校 か らこの秋 、 ハ ー

ヴ ァー ド大 に進 む 予定 のエ シャー トと― ラー さん は、猛 勉 強 ぶ りをそ う振 り返 る。

超 難 問校 ば か り12校に 出願 し、 早 い時 期 に合格通 知 が きたハ ー ヴ ァー ドに決 めた。

両 親 もハ ー ヴ ァー ドの 卒業 生 だ。 り6人 の 問学 年の うち、ハ ー ヴ ァー ドに出願 した生徒

は 21人。 エ シャー さん ら 4人 が合格 した 。 志 望校 に失 敗 した 同 じ学 年の 2人 は 、 社会

奉 仕 活動 に携 わ りな が ら来 年 の再受験 を待 つ とい う。

ニ ュー ヨー ク州 の 公 立高 か ら イェー ル大 に 進む ケ イス ヽバ ー マ ンな も、 「ハ ー ヴ ァ
ー ド、 イ ェー ル、 プ リンス トンの 身校 以 外 へ の進 ヤ は考 え られ なか った。 l「Ll親か ら

- 1 3



『で きるだけ い い大 学 に 』 とは っぱ をか け られ続 けた。 合 格通 知 が 来 た と きは 、ほ っ

と した 」。

エ リー ト校 の 人気 は か つ て も高 か った。 それ で も、生徒 の個 性 と適 性 に合 わせ た大

学 選 び が尊重 され 、大学 名 よ り教 育内容 や環 境 が評 価 され て きた。 それ が 米 国 の 高校

生 に 「ゆ と り」 を 与えて きた 、 といわれ る。 ところが、 成 績 優 秀者 た ちは い ま、 ご く
一

部 の狭 きF町にひ しめ き始 め て い る。

イ ェー ル 大の リチ ャ ー ド ・シ ョー入 試 fil肖部 長は 「いい大学 へ の進 学 が必 ず しも成

功 を意 味 しな いが 、各 界 で 活 躍す る人 に こ う した大学 の 出 身者 が 多 いの も 事実 」 と
“

効 用
"を

説 く。 (中 略 )

受験 戦 争激 化 の背 景 に は、 1980年代 の 景気停 滞 と、 その 後 も続 いた 企業 の ダ ウ ンサ

イ ジ ング (合 理 化 )が 常 態 化 し、 中間 管 理職 の ク ビ切 りが 頻 発 して い る点 が あ る、 と

の 見方 もあ る。 学 生 や 親 が 、 よ り高 く、 安 定 した職 を求 め る結 果、 エ リー ト校 志 向が

強 ま って い る、 とい うのだ。 有名 大学 院 へ の進 学 に、エ リー ト校 の 卒業 が 有利 に はた

ら くこ とも、 受験熱 をあお って い るよ うだ。 (以 ド略 )
米6と ぃ ぅこ とはハ ー ヴ ァー ドの学 生 で も 1祥け弱 はi高校 で [11立1告けに 'い なか った 」 とい う

こ とで あ る。 もち ろん高 校 間格 差 は あ るの だ か ら名 P:;高校 出身 のば あ い トップでな くて も

ハー ヴ ァー ドに合格す る こ とは あ りえ る。 しか し事態 は そ う単 純 で は な い。 米田 の 大学 に

は ア フ リカ系 ア メ リカ人 (黒 人 )を は じめ とす る少数民 族へ の 優連 措 置 (ア フ ァー マ テ ィ

ブ ・ア クシ ョン )が あ るか らで あ る。 この措 置 は全 人 t]に対 して その民 族 が 占め る比 率 ま

で は合 格 を認 め よ う とす る制 度 で あ る。 残 念 なが ら少数 民 族 の 平均 的教 育水 準 はハ ー ヴ ァ
ー ドで 多数派 とな って い るWASP (ア ング ロサ クソン系 プ ロテ ス タ ン ト)よ りも低 いの が 普

通 で あ る。 また 、ハ ー ヴ ァー ドに は卒業 生 と 1に教授 の子 弟優遇 措 置 もあ る。 これ ら優遇持

置で入 学 す る学 生 の割 合 は約 40%で あ るた め 、 いわゆ るオー れAマ ン (食 優 )は 6割 で あ る。

つ ま りこ と偏 差 値 的 学 力 に関す るか ぎ り日本 の 一流 名 門 大学 よ りもは るか にば らつ きが大

きいの で あ る。
米7と ぃ ぅこ とはハ ー ヴ ァー ドに受 か って も 4分 の 1の 生 徒 は他 大 学 に 「流れ る 」 とい うこ

とで あ る。 この こ とは米 国の大 学 で は 合格 の条 件 は 一人 一 人違 うか ら起 こる こ とで あ る。

ハー ヴ ァー ドの教 養学 部の 1年 間 の学 費 ・寮 費 (令 寮 制 なの で )は 約 4万 ドル で あ る。 米

国 の ‐般家 庭 の年収 よ り高 いのだ か ら、 金額 を負担 で きる家 庭 は 多 くな い。 ご く普通 の学

生は奨 学 金 を大 学 か ら援 助 して (つ ま りは学 費免 除 して )も ら って 大学 す るの で あ る。 し

たが っ てハ ー ヴ ァー ドは奨 学 金 な しで、 プ リンス トンは学 費 の 50%分 の奨 学 会で あ った場

合 には 、 プ リンス トンに 入学 を決 め る こ と t,あ りうるの で あ る。
米8こ の表現 は11:確で はな い。 とい うの も、教 養 学 部 とは教 員 の 組織 を意 味 して いて、 男 F

の学 部 学 生 はハ ー ヴ ァー ド ヽカ レ ップ、 女 十は ラ ドク リフ ・カ レ ッジの学 4こと呼 ば れ るか

らで あ る。 17世紀 の 半ば に創 設 され た ハ ー ヴ ァー ド大 学 とは、 そ もそ もは男 子 のみ の ハー

ヴ ァー ド ・カ レ ッジで あ って 、の ちに そ この 教員 が 女 子大 で あ る ラ ドク リフ カ レ ッジで

教 える よ うにな って 両 カ レ ッジ は共 通 の教 員 に よって教 育 され る 2つ の 大学 とい う こ とに

な った。 大 学 院 が 整備 され てハ ー ヴ ァー ド ヽユ ニパ ー シテ ィ とな った と きに、 両校 は その

学部 課 程 を意 味す る よ うにな った ので あ る。 もち ろん今 日で はハ ー ヴ ァー ド ,ラ ドク リフ

の 両 カ レ ッジの カ リキ ュ ラム は先 撃 に同 一で 、学 生寮 も同 じ建 物 を使対 して い る。 し たが

って雅 十皇太 子妃 はハ ー ヴ ァー ド大学 ラ ドク リフ ヽカ レ ッジの 出身 とい うこ とにな る。 な

ん と もや や こ しい。 以 下 本 報 告で は問 カ レ ッジの学 生 を学 部 学 生 また は教 養学 部 生 と呼 ぶ

こ とにす る。
米9こ の表現 も正確 で はな い。 博 士課 程 (Ph D  Cて)ur s c ) s )の院 4iは 基 本的 に学者 志 望者で あ

るが 、修 士課程 (Mas t c r  c O u r A s c s )のば あ いは そ うで はな い。 修 十課構 の院 生 は専 門大 学

院 ほ どで はな い にせ よ何 らか の キャ リア ,ア ップ を期 待 して 入学す るの で あ る。 た とえば

日本で の滞 在 羅 が あ る女性 が大 学卒 業後 しば ら く商 社 で0しを しなが ら日本語 にみ が きをか

け、ハ ー ヴ ァー ドの 日本学 専攻 で修七 号を得 た ば あ いに は、 復 婦 後 11本部門の管理 職 に技

擢 され る可能性 が 高 い。
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米10『 ロ ソフスキー教授 の大子の未来ヘ ハ ーヴァー ド流大学 人マニ ュアル 』 (1992年12

月 t TBSプリタニカ )128百 。
米11『 US.ニ ュー ズアン ドワール ドレポー ト』1996年3月 18門号の特集 「ア メリカのベ ス

ト大学院 」を見てみ よう。法律大学院で第 1位 は イェールで初任給82000ドル、第 2位 はハ
ーヴァー ドで72000ドル、第 3位 はスタンフ ォー ドで71000ドルである。 また経営管理大学

院では第 1位 がスタンフオー ドで73寡00ドル、第 2位 はMITご 75000ドれ、第 3位 はベ ンシル

バニア大学で75000ドルで ある。為替 ル′― 卜ほ ともか くも 1ド ′,200ド!くらいが現地 での感

覚であ る。 もちろんいずれの 専門大学陀 も大学ほ非常に困難で ある。
・12日 本の大学 の研究助手にあた る。 ライシャワーにJ本学研究所では毎年 4人 の新博tを

28000ドルで採用 している。 この 1年 の任期 の うちに就職 |!子を投すわけである。
来13ハ ーヴァー ド大学は 2学 期 (セ メスター )制 をとっていて、 9月 か ら翌年 1月 L旬 ま

でが秋学期 卜 1月 下旬か ら 6月 上旬 までが春学期である。 さらに 6月 卜4りか ら8月 中旬ま

でサマースクール と呼ば れ る公開講表があ る。
*14総 合大学 院大学 ともい うべ きもの。 米国の大学 はおおむね次の ように分類 され る。

I 研 究大学 研 究に高度の優先権がある大学で、年牛う0名以 11に博 t号 を授 与している。

II 博 士授 与大学 博 ■課程 まで もち、毎年20名以上に博士 号を授 字している。

亜 総 合大学 修 十課程 まで もっていて、学生モ総数が 1500名以 liの大学。

Ⅳ 教 養大学 基 本的に学 士課程のみで、学生絡数が 1500名未満の大学。

V 短 期 大学  2年 制の地域短大 (コ ミュ_ニテ ィ ・カ レッジ )な どが属 と/て いて準学 十号

まで授 与 している。

カー ネギー分類ではそれぞれのカテゴ リーが さらに 2つ に分 け られているが ここでは以

上の 5分 XTtを頭 に入れておいていただければ充分であろう。
*15高 齢であることを唯 ムの理由 と して強制的に退職 を迫 る 「定年制 Jは いわれな き岩別

である として最近撤廃 された。 もちろん時が米れば講義 も演習 もで きな くな ることは 日に

見 えて いるのであるか ら、年齢相応に賃金はカ ッ トされて、実質的には年金生活 と同にな

るようになっている。
米16こ のように授業の大 きな部分 を若 子の教員助 子が担 当す ることにつ いては とうの助手

側か らの批判がある。ハー ヴァー ドの教養 大学院の場 合、院生の大部分は他大学の学部の

卒業生 である。 と りわけカテ ゴ 1)―Ⅳ教養大学の出身者のパーセ ンテー ジが高い。教養大

学 とは全米各地 にあるその土地の中流階級出身の r弟 を教 育す るための合寮制の私 立大学

のことである。 そこでは高い水準の教養教 育がほ どこされているが、学イとの教育 をす るの

は正教授たちなのである。教養大学の教授た ちは確かに知名度 こそハーヴ ァー ドの スター

教授には及ばないが、名 F町大学院出身で ある ことが多 く、 14然学者 と しての力 麦は駆け出

しの博 士候補生 とは比較 にな らない。学部生 に 4万 ドル とい う破格の学費 を支払わせてお

きなが ら実際に教 育す るのは大学院 2Lとい うのはおか しいので はな いか、 と教養大学出身

の博士候補生はハーヴァー ドの教 育方針 を批判 した。

この点 については、大学側の反論 もある。 ロ ソフスキー教授 は著キの中で次の よ うに述

べている。

(研 究大学 に対す る )非 難 をllにす るたびに、 4t2、が思 い出すのは、ハーヴァー ドの

大学院生時代に教員助手 を務めていた時 の ことだ。他に仲 FEHが3人 いた。 その名前は

ヘ ン リー ヽキッシンジャー と、 ズ ビグニ ュ_一 ・プレジン″ス キー と、 ジェームズ ヽシュ

レジンジャーだ った。た とえ1950年代の初めて、彼 らが 大学院生で あ り、 うち 2人 に

はひ どい討とりがあった と しても、彼 らの指導ぶ りは、少な くとも適 切だ った し、カ レ

ッジ (教養大学 )の 立派な先生に劣 るということはなか った。 それ ど、ころか、焼生 を

教員の助 手と して使 うのはいいことだ と 私 は思 っている一―ひ どい訂とりのある英語

を聞いた り、中国語会話の腕 を磨 いた りす るチャンスがあ るというだけでな く。 (前

掲書 119-120貫)
*17 ァ メ リカでの歴史の演習は原資料 を精読す ることで 事実 をよ りだす、 といった 手続

きでな され るわけではな い。 ある歴史的事象 にかん して定評の ある論文 をあ らか じめ読ん
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で きて 、 それ をめ ぐって討 論 をお こな うの で あ る。 も とよ り英 語 に訳 され て い る と1本語 の

論 文が 、 もっ とも よ くその専 象 の 真実 をつ か スフで い るか 、 また 、英 語 で 吾かれ たり「究論 文

が その テー マの最 高水 準 で あ るか ど うか は学 生 た ちが 判断 で き る こ とで はな い。 よ い必 読

文献 を教 授 が選択 して い る と信 じる しか な い。 とい うわけ で あ らか じめ与 え られ て い る必

読文 献 が ピン トはずれ で あ る場 合 や、特 定 の 地域 や時 代 に しか あ ては ま らな い こ と をあた

か も普 通 的 で あ るか の よ うに き いて あ る場 合 は、 11席者 の発 声 も妙 な具 合にな るの で あ る。
来18こ の よ うな表 現 の しかた は教 育機 関 に対 してふ さわ しくな い、 とい うな え られ るか も

しれ な い。 しか しア メ リカ の 高校 4二はほ とん どすべ て こ う した 観点 か ら大 学 を選 択 して い

る。 も ちろん どの よ うな 事柄 を基準 に <買 い得 >か ど うか を判断 す るか は 千差力i別で あ る。

だ か らた とえ 与え られ る教 育の水 準 その もの に差 が な い と して もハ ー ヴ ァー ドに 4倍 の学

費 を払 いた い と考 えて い る人 も多 くい るので あ る。

16


